
災害緩衝林整備事業の効果検証

三重県林業研究所では、三重大学、名古屋大学との共同研究により、科学的見地から事業
実施効果を検証するための調査・研究を行っています。

効果検証の実施と結果
山腹部、渓岸部、渓流部における整備効果を検証するために、以下の調査・研究を実施し、
得られたデータは、事業を行ううえでの整備基準等に随時、反映してより効果的な事業実施に
努めています。

土砂受け箱による
土砂流亡量の観測

①山腹部における土砂流亡
抑止効果の検証

②渓岸部、山腹部におけるリモートセンシングに
よる森林の成長量等計測（調整伐効果の検証）

調整伐実施後の変化を調査

③渓岸部における引き倒し抵抗
力の測定による土石流緩衝効果
の検証

胸高直径と引き倒しモーメントの関係

開始 終了

土砂流亡量の継続観測（スギ林）

目標森林状態において、想定規模の土石流に
対して十分な緩衝機能があることを確認できた

単木抽出・樹種判別

樹冠面積 樹高

DBH推定航空レーザ測量に
より、調整伐による
肥大成長促進と胸
高直径の現状を面
的に確認できた

胸高直径の
現状（H29）

解析手法
開発

調整伐、土砂止設置による土砂流亡量
低減効果は長期間継続していた

立木引き倒し試験

航空レーザ測量

④山腹部における樹木根系発達
による斜面安定効果の検証
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調整伐区では
無調整区よりも
ΔCは大きいか？

無調整区

調整伐区

⑤渓流部における流木発生抑制効果の検証

倒流木など危険木除去に
よる流木発生抑制効果を
検証する。現在実施中

整備による倒流木など危険木除去

整備後整備前

既整備流域の現況調査

整備後に新たな危険木は
発生していないか？

イベント時の成果展示 パンフレットの作成・配布成果発表会 普及誌でのPR

成果の公表・普及
これまでに得られた成果は県民の皆様に対して、成果発表会やパンフレット等を通じて広く情
報発信しています。

● R ２年度調査
● R元年度調査

固定試験流域における倒流木追跡調査
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林床被覆の変化

根系引き抜き試験 根系分布調査

崩壊防止力推定

調整伐が崩壊防止力に及ぼす効果を検
証する。現在実施中

調整伐後の
胸高直径変化

調整伐区
無調整区

現在、ドローン画像
解析で追跡調査中


